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Ⅰ今月の鳥・ハッカチョウ
今月の鳥は先月2023

年12月の探鳥会で、鳥

合わせ後に昼食場所に

来た鳥がハッカチョウと

しました。

私が担当してから初観

察だったこともあり、外

来種ですが、今月探鳥

会の鳥としました。

Ⅰ-②ハッカチョウ：全国の状況
全国鳥類繁殖分布調査（2016－2021）

全国の分布は1970年代から1990年代にかけて急激に拡大した。1990

年代から2010年代にかけてはAランクメッシュ数が拡大している。

Ⅰ-①ハッカチョウ：大阪府の状況 大阪府鳥類目録2016（日本野鳥の会大阪支部）

大阪府では1983年豊中市

で、1989年富田林市で繁

殖記録がある。その後、

2003年に高槻市、2008年

に長柄橋と淀川周辺で確

認されていた。

それ以降、各地で記録さ

れており、繁殖を含め、確

認地点が増えつつある。

ハッカチョウは江戸時代前期から飼い鳥として輸入され

た記録がある。1970 年代から 京都府で，1980 年代か

ら神奈川県で繁殖記録がある。現在は瀬戸内海東 部

周辺地域と神奈川県で記録されている。2010 年代に

は過去の調査と比 べて瀬戸内海東部周辺地域で記録

メッシュ数が増えた。

あけましておめでとうございます
今年は災害がなく、鳥見ができる年になることを、願っています。

1月1日 能登半島地震発生 M7.6 最大震度７

（1995年阪神淡路大震災 M7.3 最大震度７）

┗ M7.6/7.3 ≒ 3倍以上の大きさ

1月2日 羽田空港日航機・海保機 衝突炎上
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（写真 3枚とも 枚方野鳥の会竹内氏）

Ⅱ枚方淀川探鳥会コースの樹木伐採 淀川河川敷の樹木伐採について

大阪支部むくどり通信に掲載

2023年度に入って、淀川河川敷の樹林の伐

採計画が発表され、「野鳥通り」と称されてい

る30年間伐採されたことのなかった樹林の伐

採が12月に実施された。

この伐採を知った会員の方から、日本野鳥

の会大阪支部はどのように対応したのか、特

にオオタカ営巣地はどうするのか、質問があっ

た。

探鳥会に参加されている方には、毎月の探

鳥会資料で経緯を報告してきたが、探鳥会に

参加されて支部会員の方にもわかるよう、むく

どり通信に報告してほしいと希望されたので、

左のような文章を、むくどり通信の1月号に掲

載いたしました。

淀川河川事務所に対しオオタカ営巣個所周

辺の樹林を残してもらうようお願いした結果、

実際に営巣個所周辺の樹林が残されました。

しかい、大阪支部がむくどり通信で「淀川河川

敷にオオタカが営巣した」と、公表することに

異論があり、記載していません。

↑3/2 (2023年オオタカ夫婦）6/1↓

↑7/21 オオタカ若兄弟
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Ⅲ 先月(12月3日)探鳥会報告

Ⅳ 来月2024年2月4日探鳥会

冬鳥が出そろっている季節。樹林が無くなっても観察でき

るツグミ、一方、12月たまたま出てくれたシロハラ、イカル・

シメ・アトリなどは出ないと思っています。

例年通りであれば、冬季は50種前後観察できるところです

が、樹林が無くなって林の鳥が出ないので、草原の鳥・水

辺の鳥が良く見えることから、４５種ほどを期待しています。

師走に入って朝の冷え込みは厳しかったが、風がほとんどなく穏やかな探鳥日和で
した。先月中旬から始まった樹林伐採の影響もありエナガは出ず、コゲラ・シロハ
ラが1羽のみと林の小鳥は少なかったが、ニシセグロカモメとして初記録としたが普
通カモメと分かった鳥（カモメも枚方淀川探鳥会では稀な鳥）、ハジロカイツブ
リ・ハッカチョウと、珍鳥がカバーしてくれました。
カモは182羽カウントしたキンクロハジロ以外の個体数は少なかったが7種、カイツ
ブリはカンムリ25羽にハジロ2羽が加わり3種、猛禽類がミサゴ・トビ・ハイタカ・
ノスリ・チョウゲンボウの5種、セキレイはタヒバリが加わって４種など、淀川本来
の鳥が多く出たので、トータル48種と昨年12月の44種を上回る探鳥会になった。
しかし、30年間切られることがなく、今年はオオタカが3羽の子育てに成功したほど
の「野鳥通り」の樹林が、洪水対策のためと言え、「オオタカ営巣保護区域」とし
て残す部分を除き全伐されている姿は、見るに耐えがたい光景でした。
伐採された後の状況ですが、
①残した狭い面積で、オオタカが繁殖してくれるかどうか
②樹木が伐採されてできた草はらで、草原の鳥が繁殖するかどうか
③春秋の渡り時にキビタキ・オオルリ・コサメビタキ・ムシクイが見られた森は、
何年後に復活するか

など、参加された方一人一人がこれまでの記憶を重ね、歩かれたと思います。
今後は、「樹林の変遷とともに、観察できる鳥（生息する鳥）がどのように変化す
るかを記録していく」という、前向きとらえて探鳥会をすすめたいと思っている。

探鳥会ではニシセグロカモメとしたカモメの仲間、カモメ類をよく見ている方から種カモメと指摘があり、種名を修正した。↑

手前ヨシガモ 奥キンクロハジロ
ハジロカイツブリ

オオバン

ミサゴ

カワラヒワ

シロハラモズ

写真：西脇淳浩

カモメ

今日と同じように 大阪支部HPからホームズ様式から申し込みください。

カワアイサ（平）
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V 探鳥会観察チェックリスト
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